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が伸長していきます。移植から32日後（6/18）の

調査では、網カゴ内に移植した株の多くが正常

に育っており、若干の伸長が見られました。しか

し、西泊の株の一部は、葉の先端部の色素が抜

けて白くなり、組織が溶けている様子が観察

されました。このような株は、7月から8月に

かけて、両実験地において増加し、多くの株

で葉の長さが短くなっていました（図3）。葉

先が溶ける現象は、9月には見られなくなりま

したが、今度は葉の先端部分が無節サンゴモ

やコケムシなどの付着生物に覆われるように

なり、このような株は9月から12月にかけて多

く見られました。付着生物の付着範囲は、葉

の先端部から下部に広がっていました。付着

生物に覆われた部分は硬くもろくなり、ボロ

ボロと破れて、葉の部分はさらに短くなって

いました。12月に行った191日後の調査では、

西泊で2株、古満目では半数以上の株が、葉が

完全に枯れて無くなった茎のみの状態、ある

いは消失していました。また、生残した株も、

西泊、古満目ともに平均全長が移植時の半分

以下になっていました（図3）。

　なお、カジメは秋に成熟して、胞子を作る

子嚢斑を形成しますが、今回の実験では観察

期間を通じて子嚢斑が確認された株はありま

せんでした。

＜まとめ＞

　今回の実験では網カゴの中にカジメを植え

ることで、魚類による食害の影響を排除でき

ましたが、移植から191日後の時点で藻体に伸

長が見られた株はなく、多くの株が枯死し、

子嚢班の形成も認められませんでした。

　高知県沿岸には過去に規模の大きなカジメ

の藻場がありましたが、近年大きく減少して

います。このようなカジメの減少は、海水温

の上昇が原因であるといわれています。今回

の実験では、7月から8月にかけて藻体の先端

部が溶けていく現象が多くの株で認められましたが、

この時期の西泊の週平均水温は7月が24～27℃、

8月が約28℃となっており（図4）、水温の上昇す

る時期、あるいは水温がもっとも高い時期にあた

ります。カジメは水温が28℃以上になると呼吸量

が光合成量を上回るという報告があります（Serisawa 

1999）。今回は水温以外の環境要因について調

べていませんので、なぜ移植したカジメが正常

に生育できなかったのか、はっきりとした原因は

わかりませんが、現在の大月町沿岸のような夏

場に28℃以上の水温が続くような海域では、正

常に生育できないのではないかと思われます。

　今回の実験から、大月町沿岸でカジメを用い

た藻場造成を行うことは、かなり難しいという印

象を受けました。私は現在、大月町周辺にはど

のような種類の海藻が自生しているのかを調査し

ています。その結果を参考にして、大月町沿岸

で移植を行う際には、どのような海藻が適してい

るのか、さらに検討していきたいと考えています。
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図3． 網かご内において生残したカジメの平均全長

図4． 西泊の週平均水温
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大月町西泊地先海域におけるオニヒトデの大発生

中地 シュウ

　本誌でもたびたび紹介してきましたが、ここ数

年、足摺海域の各地でオニヒトデが大発生して

います。今回はこれまで大きな被害が出ていなかっ

た大月町西泊地先海域でも、新たにオニヒトデ

の大発生が確認されたので報告します。

　黒潮生物研究所の目の前に広がる西泊地先の

海域は、私たちが日々研究に利用しているホー

ムグラウンドです（図1）。付近の磯には造礁サ

ンゴ類をはじめとした豊富な海洋生物が見られ、

沖に浮かぶ松碆（まつばえ）と呼ばれる離岩礁

の周辺は海中公園区域（樫西海中公園地区1号

地）に指定されています。

　大月町沿岸にある海中公園地区のモニタリン

グを毎年行っている足摺宇和海国立公園大月地

区パークボランティアの会から「西泊沖の松碆周

辺に多数のオニヒトデがいる」という情報が入っ

たのは、昨年（2006年）の10月下旬のことでした。

さっそく、黒潮生物研究所とパークボランティア

のメンバー、そして、地元のダイビング関係者

などが協力して駆除と調査に乗り出しました。

　西泊地先海域におけるオニヒトデ、およびサン

ゴの分布と被害状況の概要を図3に示しました。

研究所前の小湾部の東側から松碆の北にある黒

碆にかけての岸沿いの範囲と松碆周辺からその

南東にあるカトレ碆にかけての範囲に岩礁が発達

しており、造礁サンゴが広く分布しています。岸

側の磯では沖にいくほどサンゴの被度が高く、黒

碆付近ではサンゴの被度が40～80％となっており、

クシハダミドリイシ優占のサンゴ群集が見られま

す（図2左）。松碆から南東に向かって発達した

岩礁域では、松碆の周辺、特に東側にあるナミ

タカからオンビキにかけての岩礁にサンゴが多く、

エンタクミドリイシを主体とした被度30～60％程度

の被度の高いサンゴ群集が見られます（図2上）。

この付近のサンゴは比較的多様で、ここ数年新

しく生えてきたと思われる直径20cm前後の小型の

卓状ミドリイシ群体も多数見られます。なお、松

碆の南側や北側、またナカ碆やカトレ碆に周辺の

比較的が深い範囲ではサンゴの被度は概ね5％

以下と低く、エンタクミドリイシや被覆状のサンゴ

がまばらに生えています。

　駆除作業と合わせて行ったオニヒトデの分布状

況調査の結果、松碆から沖に広がる岩礁では、

オニヒトデがほぼ全域に広がっており、15分観察

値で3～16個体のオニヒトデが確認されました。

この15分観察値（遊泳観察された15分間あたり

のオニヒトデ個体数）が10個体を超えると大発生

状況であるとされています。ナカ碆の西側付近か

ら松碆の西岸にかけての範囲にはサンゴはほと

んどありませんが、オニヒトデの個体数が7～14

個体／15分と比較的多く、50～90％のミドリイシ

がオニヒトデによる食害を受けていました。

図1．西泊地先の様子
沖に見えるのが松碆（まつばえ）

写真の右側は西泊の港

図2．西泊地先の海中の様子
左：黒碆周辺

上：ナミタカ付近
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